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きょう11月11日

　　日本民謡の祭典

　　午後2：00・6：00の2回

文化会館大ホール（当日券あります）2，800円

投
票
日
は
1
2
月
9
日

　
今
後
四
年
間
の
宇
治
市
政
を
託
す
、
身
近
で
大
切
な
。
宇

治
市
長
選
挙
”
は
、
十
二
月
二
日
に
告
示
、
投
票
日
は
九

日
と
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
μ
、
市
長
の
任
期
が
十
二
月

十
八
日
に
満
了
す
る
た
め
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
私
た
ち

の
ま
ち
1
1
宇
治
市
の
発
展
の
た
め
に
あ
な
た
の
Ｉ
票
を

生
か
し
ま
し
ょ
う
。
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宇治市長選挙
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立候補手続きの説明会

　11月15日、午後1時半から
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告
示
後
、
投
票
整
理
券
を
郵
送
で

お
届
け
ず
る
予
定
で
す
。
記
載
事

項
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
謡
ｔ

所
へ
は
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　
投
票
の
注
意
点

　
投
草
ず
る
と
き
、
次
の
こ
と
に

十
分
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

▼
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
の
氏
名

　
を
一
人
だ
け
、
は
っ
き
り
と
書

　
い
で
ぐ
だ
さ
い
。
候
補
者
以
外

　
の
氏
名
や
余
分
な
こ
と
を
書
く

　
と
無
効
に
な
り
季
ｙ
。

▼
投
票
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た

　
宇
治
市
長
の
任
期
が
昭
和
五
十

九
年
十
二
月
十
八
日
に
満
了
ず
る

の
に
伴
い
、
十
二
月
九
日
に
市
長

選
挙
が
行
り
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
た
め
、
市
長
選
挙
で
の
立

候
補
届
け
出
な
ど
の
キ
続
き
、

選
挙
運
動
に
関
す
る
心
得
な
ど
の

説
明
必
一
を
開
き
ま
す
。

▼
日
時
・
・
・
昭
和
5
9
年
Ｈ
月
1
5
日
出
、

　
午
後
1
時
半
か
ら

▼
場
所
・
・
・
宇
治
市
職
員
会
館
（
宇

　
治
下
居
1
3
番
地
）

▼
参
集
範
囲
・
・
・
立
侯
補
予
定
者
ま

―
1
1
1
1
1
1

－
－
1
1
1
1
1

り
、
紛
失
し
た
り
、
ま
た
忘
れ

て
投
票
所
へ
行
か
れ
た
場
合
で

も
、
選
常
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
限
ひ
投
票
が
1
笙
す
。

投
票
日
に
投
票
所
の
受
付
係
に

申
し
出
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
、
投
票
所
に
行
つ
て

投
票
し
て
い
た
だ
ぐ
の
が
原
則
で

す
か
、
出
張
と
か
、
病
気
で
入
院

な
μ
μ
ｙ
フ
し
て
も
投
票
所
へ
行
け

表1．小学生問題行勣の月別推移150

た
は
そ
の
代
耶
公
お
せ
て
2

人
以
内
。

　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
＆
一
）

―
自
自
自
1
1
1

1
1
1
－
―
―
―
な
い
場
合
に
は
、
不
在
者
投
票
が

で
き
諌
ｙ
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
キ
帳
や
戦

傷
病
者
キ
帳
の
交
付
を
受
け
一
定

の
要
件
に
該
当
す
φ
人
で
、
郵
便

昼
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
人

は
、
郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

ｖ
m
f
i
W

　
不
在
者
投
票
の
詳
し
い
こ
と
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
≪

⑩
Ｏ
Ｏ
ｉ
－
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
＜
！
Ｄ
≪

せ
ぐ
だ
さ
い
。

　
宇
治
市
交
通
災
害
共
済
、
火

災
共
済
へ
は
、
も
2
四
一
入
い
た

だ
き
ま
し
た
ヤ
ト
。
市
で
は
、

十
一
月
三
十
日
ま
で
予
約
加
入

の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
災
害
共
済
、

制
度
は
、
不
幸

に
し
て
交
通
事

故
や
火
災
に
遭

わ
れ
た
人
を
、

み
ん
な
で
救
済

し
よ
ラ
と
す
る

制
度
で
す
・
十

月
末
現
在
、
交

通
災
害
共
済
へ

は
五
万
五
千
七

十
七
人
、
火
災

共
済
へ
は
九
千

火
災
共
済

加入受け付け中

六
百
ぢ
十
五
世
帯
が
加
入
さ
れ

で
い
未
了
。

　
ま
だ
、
加
入
さ
れ
で
い
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
1
1
月
3
0
日
ま
ｔ
申
し
込
み
を

▼
共
済
会
費
・
・
・
交
通
災
害
共
済

は
一
人
年
額
五
百
円
、
火
災

共
済
は
一
世
帯
一
口
五
百
円

▼
申
し
込
み
方
法
・
：
市
内
各
銀

　
行
、
信
用
金
庫
、
農
業
協
同

零交通災害共済・火災共済

相
互
銀
行
の
本
・
支

　
　
　
店
と
出
張
所

　
　
　
の
窓
口
か
市

　
　
　
役
所
交
通
労

　
　
　
政
課
へ
。

　
　
▼
見
舞
金
・
：
交

　
　
　
通
災
害
共
済

　
　
　
＝
障
害
の
程

　
　
　
度
に
よ
り
一

　
　
　
万
円
か
ら
百

　
　
　
五
十
万
円
ま

　
　
　
で
。
火
災
共

　
　
　
済
―
被
害
の

　
程
度
に
よ
旦
万
円
か
ら
五

　
十
万
円
（
一
口
の
場
合
）
ま

　
で
支
給
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
交
通
労
政
課

　
（
雲
⑩
1
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

387

あ
な
た
の
一
票
を
市
政
に

　
昭
和
二
土
八
年
に
誕
生
レ
た
宇

治
市
は
、
現
在
、
人
口
土
（
万
人

と
な
り
京
都
南
部
の
中
核
都
市
と

し
て
産
業
、
・
経
済
、
教
育
、
文
化

に
着
実
な
前
進
を
続
け
で
い
ま
哭

　
こ
フ
し
た
中
、
十
二
月
二
日
告

示
、
九
日
投
票
で
行
わ
れ
る
市
長

選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
つ
く
り

か
遥
め
る
上
で
大
切
な
選
挙
で
す
。

　
地
方
自
治
を
発
展
さ
せ
、
住
み

よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
な
に
よ
ぴ
も
市
民
の

皆
さ
ん
の
市
政
参
加
が
大
切
で
す
。

そ
の
一
歩
は
、
有
権
者
と
し
て
選

挙
に
投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か

ら
始
ま
り
未
了
。

　
十
二
月
九
日
の
投
票
日
に
は
、

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
で
き
る
人

　
市
長
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

昭
和
三
十
九
年
十
二
月
十
日
以
前

文化の殿堂　宇治文化センター

華やかに開館
10月28日1300人が門出を祝う

に
蛋
右
た
人
で
、
昭
和
五
十
九

年
九
月
一
日
以
前
に
転
入
の
届
け

出
を
し
Ｉ
一
に
治
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
引
き
続
き
登
録
さ
れ
で
い
今
人

で
す
。
住
民
華
歪
履
に
記
載
さ

れ
で
い
な
い
人
や
、
宇
治
市
外
へ

転
出
洽
れ
る
人
は
投
票
で
き
な
い

こ
と
に
な
り
未
了
。

　
投
票
整
理
券

　
有
権
者
の
皆
さ
ん
に
選
挙
期
日

　
市
民
待
望
の
文
化
・
芸
術
活
動
の
拠

点
、
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
折
居
台

一
丁
目
）
の
開
館
記
念
式
が
十
月
二
十

八
日
、
各
市
民
団
体
代
表
や
来
賓
約
千

三
百
人
が
参
加
し
て
盛
大
に
催
さ
れ
ま

し
た
（
二
・
三
面
に
関
連
記
事
）
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
午
前
九
時
半
か
ら

市
民
広
場
で
池
本
市
長
、
梅
原
市
議
会

議
長
、
荒
巻
副
知
事
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
い
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
宇
治
市
少
キ
少
女
合
唱
団

の
市
歌
斉
唱
で
幕
を
開
け
、
池
本
市
長
、

梅
原
議
長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
池
本

市
長
か
ら
工
事
・
寄
付
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
。
来
賓
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、
尾
上

菊
五
郎
さ
ん
ら
の
舞
で
こ
け
ら
落
と
し

し
ま
し
た
。
（
写
真
は
、
文
化
セ
ン
タ

ー
の
開
館
を
祝
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

す
る
池
本
市
長
－
中
央
－
と
荒
巻
京
都

府
副
知
事
ら
）

い
じ
め
・
生
徒
間
暴
力
が
増
え
る

　
　
　
5
9
年
度
上
半
期
児
童
生
徒
の
問
題
行
動

　
十
一
月
は
、
全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
で
す
・
青
少
年
の

問
題
行
動
は
。
最
近
や
や
落
ち
着

い
で
き
ま
し
た
が
、
内
容
で
は
大

弓
Ｘ
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
上
半
期
（
四

月
～
九
月
）
の
児
童
・
牛
徒
の
問

題
行
動
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
反
社
会
的
問
題
行
動
の
延
べ
人

数
は
、
前
年
度
同
期
に
比
べ
大
差

は
な
ぐ
、
小
学
生
で
三
土
ハ
人
増

え
、
中
学
生
で
は
三
丈
減
っ
て

表2.中学生問題行動の月別推移

100

50

い
未
了
。
そ
の
ラ
ち
女
子
で
は
、

小
学
生
は
横
ぱ
い
で
す
が
中
学
生

は
増
加
し
て
い
未
了
。

　
内
容
別
で
み
て
み
ま
す
と
、
小

学
生
で
は
万
引
き
が
減
少
し
、
い

じ
め
、
火
遊
び
な
ど
が
増
加
。
高

学
年
女
子
の
一
部
に
は
、
つ
っ
ぱ

り
へ
の
あ
こ
が
れ
か
ら
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
っ
て
特
定
の
児
童
を
い
じ

め
た
り
、
中
学
生
と
対
抗
す
る
よ

’
ｒ
＼
ｉ
＾
ｉ
≪
＞
≫
Ｐ
あ
り
ま
す
。
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150
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中
学
生
で
は
、
対
教
師
暴
力
、

万
引
き
な
ど
は
減
少
し
て
い
未
す

が
、
そ
れ
に
反
し
で
、
さ
さ
い
な

こ
と
か
ら
暴
力
を
ふ
る
’
・
Ｍ
ｉ
－
Ａ
Ｍ

徒
間
の
暴
力
が
増
え
て
い
ホ
ヂ
。

ま
た
、
こ
と
し
の
夏
か
ら
市
内
各

所
で
シ
ン
ナ
ー
の
吸
引
の
形
跡
が

み
ら
元
て
い
求
了
。

　
一
方
、
指
導
面
で
は
、
陰
湿
・

巧
妙
な
い
じ
め
に
つ
い
て
は
事
実

を
把
握
す
る
こ
と
が
難
Ｌ
ｙ
、
指

導
困
難
な
状
況
で
す
が
、
い
じ
の

β
れ
る
側
の
痛
み
や
つ
ら
さ
に
共

感
す
る
立
場
か
ら
指
導
を
進
め
で

い
ま
す
。
家
庭
で
親
と
し
て
定
も

と
を
見
つ
め
、
自
分
の
ま
さ
る
姿

勢
や
人
と
の
触
れ
合
い
の
手
ぶ
敬

子
芦
も
に
示
す
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
．
ｒ
ｖ
Ｓ
°

　
次
代
を
担
含
否
も
た
ら
が
、

た
ぐ
ま
ト
ご
生
き
る
こ
と
は
み
ん

な
の
願
い
で
す
。
地
域
あ
げ
で
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
夕
通
め
ま

し
ょ
う
。

宇治市長選挙
12月2日に告示



1984キ（昭和59キ）11月ｎ日発行（2）
りよだ政

宇治市文化センター開館記念式典

充
実
し
た
施
設
に
感
嘆

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
－
Ｉ
十
八
日
の
午
前
十
時
、
式
典
は
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
約
千
三
百
人
が
出
席
し
、
百
二
十
人
の
市

少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
市
歌
斉
唱
で
開
幕
し
ま
し
た
。
池
本

正
夫
宇
治
市
長
は
「
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
文
化
セ
ン
タ
ー
が
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
本
日
開
館
し
ま
し
た
。
今
後
は
市
民
の
皆

さ
ん
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
、
市
民
文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
す
る
こ
と
を
念
願
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
し
て
、
こ
け

ら
落
と
し
で
披
露
さ
れ
た
尾
上
菊
五
郎
さ
ん
ら
の
舞
で
、
華
麗

に
式
典
を
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
市
長
の
式
辞
に
続
い
で
、
梅
原

市
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
し

で
、
設
計
・
工
事
や
寄
付
関
係
の

代
表
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
後
、

荒
巻
禎
一
副
知
事
（
知
事
代
理
）

や
国
会
議
員
ら
来
賓
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
奔
し
た
。
ま
た
、
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
μ
刄
帳
の
原
画
を

制
作
じ
た
松
本
道
夫
回
伯
の
紹
介

を
ほ
じ
め
、
最
新
技
術
差
駆
使
し

オープニングに、市歌を斉唱する宇治市少年少女合唱団
た
音
響
・
照
明
や
舞
台
装
置
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
け
ら
落
と
し
で
は
、
歌
舞
伎

凛
上
菊
五
郎
さ
ん
が
「
寿
式
『
一

番
男
衆
扇
流
家
元
・
扇
梅
之

助
岑
ん
が
「
越
後
獅
子
」
か
格
調

高
く
舞
い
、
し
9
と
位
を
飾
り

ま
し
た
。
式
典
は
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
の

今
井
喜
美
子
さ
ん
の
司
会
で
ス
ム

ー
ズ
に
進
行
。
文
化
殿
堂
の
幕
明

け
に
ふ
必
Ｐ
｝
ぐ
、
厳
粛
な
が
ら

卜
式
典
で
は
、
手
話
通
訳
も
行
わ
れ
ま
し
た

も
終
始
華
や
か
な
ム
ー
ド
に
匂
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
式
典
後
、
参
列

者
は
セ
ン
タ
ー
内
か
見
学
。
充
実

し
た
施
設
内
容
に
喜
び
夕
表
し
て

い
声
巡
。

　
宏
帑
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
総

事
業
費
約
四
十
七
億
回
疫
入
。

近
代
建
築
の
粋
を
采
め
た
文
化
施

設
で
す
。
建
設
に
際
し
て
は
、
一

億
三
千
万
円
の
寄
付
金
と
多
く
の

備
品
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
参
列
者
で
大
ホ
ー
ル
は
満
席
に

▲設計・工事関係や寄付者の代表には、

　市長から感謝状が手渡されました

○○○

　
文
化
会
館

　
多
目
的
に
利
用
で
き
る
大
・
小

ホ
ー
ル
。
文
化
・
芸
術
の
鑑
賞
や

発
表
の
場
に
。
使
用
の
場
合

申
し
込
み
か
必
要
で
す
。

　
▼
使
用
時
間
・
・
・
午
前
9
時
か
ら

午
後
1
0
時
ま
で
▼
休
館
日
・
・
・
①
毎

週
月
曜
日
’
（
そ
の
日
が
休
日
の
と

き
は
、
そ
の
翌
日
）
②
休
日
の
翌

日
宅
の
日
が
土
曜
日
ま
た
は
日

曜
日
の
と
き
は
、
翌
週
の
火
曜
日
）

③
1
2
月
2
8
日
か
ら
翌
年
1
月
3
日

ま
1

　
（
恕
高
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
豊
⑩
2
1
1
1
）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
歴
史
資
料
館

　
資
料
の
閲
覧
や
展
一
蛋
の
観
覧

が
1
策
す
。

　
ｙ
開
館
時
惘
・
・
・
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で
▼
休
館
日
・
・
・
①
毎

週
月
曜
日
②
祝
Ｂ
③
誓
昼
冒
か

魚
基
Ｔ
月
3
日
ま
で
。

　
　
　
　
（
雲
⑩
↑
3
1
1
）

－こ匹／

配置図

位置図宇治市文化センター利用ごあんない
　11月3日から文化センター開館記念事業が多彩に開かれています。ここで、16

日からの催しをお知らせします。

　詳しいことは、各施設へ直接お問い合わせ

ください。

　
中
央
図
書
館

　
蔵
書
数
は
約
五
万
冊
。
館
内
で

の
閲
覧
や
、
本
や
資
料
盈
習
る

こ
と
が
で
政
栄
7
．

　
▼
開
館
時
間
・
・
・
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で
▼
休
館
日
・
・
・
①
毎

週
月
曜
日
②
召
は
③
毎
月
月
末
④

1
2
月
哭
兄
ら
↓
月
3
日
ま
で
⑤

特
別
整
理
期
間
。

　
　
　
　
　
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

　
中
央
公
民
館

　
社
会
教
官
活
動
の
た
め
の
中
心

的
な
施
設
で
す
。
使
用
の
場
合
は
、

申
Ｌ
込
み
が
必
苓
ず
。

　
▼
開
館
時
間
・
：
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
『
た
だ
し
、
午
後

1
0
時
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

未
ｙ
▼
休
館
日
・
・
・
①
毎
週
月
曜
日

②
祝
日
③
1
2
月
2
8
ほ
か
£
撃
Ｔ

月
3
日
ま
1

　
　
　
　
　
（
豊
⑩
1
4
1
1
）

駐
車
場

　
文
化
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
は
、
多

目
的
広
場
に
臨
時
駐
車
場
少
設
け

て
い
未
了
。
収
容
台
数
に
限
収
が

あ
り
ま
す
の
で
。
で
き
る
だ
け
バ

ス
や
自
転
車
な
ど
で
お
越
Ｌ
Ｍ
Ｊ

さ
い
。

大
ホ
ー
ル
『
（
全
席
指
定
）
前
売
2
3
0

0
円
、
当
日
2
5
0
0
円
。
問
い
＜
［
1
Ｃ
＾
＝

≪
⑩
2
1
1
Ｌ
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
’
Ｉ
Ｉ
ヘ
。

388

「文化の殿堂」
折居台にオープ
ン

こけら落とし
は「寿式三番
叟」と「越後
獅子」

開館記念の催し

文化会館・中央公民館など
で
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お気軽にご参加ください

　
公
民
館
サ
ー
ク
ル

　
活
動
講
座

　
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
活
動
内
容

を
充
実
し
、
そ
の
水
準
の
向
上
を

目
指
し
て
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
活

動
講
座
を
開
孝
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
下
表
▼
と

こ
ろ
1
中
央
公
民
館
心
一
議
室
▼
と

き
…
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
対
零
・
・

公
民
館
サ
ー
ク
ル
合
］
員
と
社
会
教

育
関
係
団
体
員
、
社
会
教
竟
錫

者
▼
申
1
込
み
・
：
Ｕ
茄
日
ま
で

公民館のお知らせ

に
中
央
公
民
館
へ
▼
保
育
・
：
満
2

歳
～
ｉ
歳
の
幼
児
か
保
育
し
示
す
。

定
員
2
0
人
。
な
お
、
お
や
つ
代
二

百
五
十
円
（
5
回
分
）
が
い
り
ま

す
。
（
中
央
公
民
館
）

社
会
教
育

講
演
会

　
今
Ｅ
、
物
質
中
心
か
ら
、
心
の

豊
か
き
忿
求
め
る
時
代
と
叫
ば
れ

な
が
ら
、
思
い
の
ほ
か
そ
の
き
っ

か
け
は
難
し
い
も
の
で
す
。

　
宏
雲
民
聡
ぼ
、
サ
ー
ク
ル

ｏ宇治市中央公民館…折居台

　1の1（ａ⑩1411）

○宇治市宇治公民館…宇治里

　尻71の9（aR2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内

　畑34の7（aR8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町

　寺内91（n＠4687）

連
絡
協
議
会
と
共
催
で
講
演
会
を

開
き
示
す
。
多
数
の
来
場
鴛

　
▼
と
政
・
・
1
1
月
2
0
貝
閃
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
る
・
・
早
治
公

民
館
3
階
大
会
議
室
▼
テ
ー
マ
・
・
・

「
人
生
の
広
が
昨
刄
衆
め
て
」
～
サ

ー
ク
ル
皿
零
通
し
で
▼
講
師
・
・
・

大
阪
府
立
島
上
高
校
校
長
、
繁
内

友
一
さ
ん
。

　
当
日
、
会
場
に
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。
保
育
（
2
絣
蛍
）
を

ご
希
望
の
人
は
、
竿
治
公
民
館
へ

思
唄
莱
館
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
は
1
5
人
で
先
着
順
で

す
。
な
お
、
お
や
つ
代
5
0
円
が
い

り
ま
す
。
（
宇
治
公
民
館
）

　
第
5
回
人
形
劇

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
地
域
や
職
場
で
人
形
劇
の
活
動

公民館サークル活勣講座・日程表

月日 課題 講師

11／27

　図

開講にゐたって

公民館とサークル活動
貝塚市立中央公民館

　館長補佐松岡真也さん

12／4
　㈹

社会教育活勣を

　　どのようにすすめるか

大阪女子大学名嘗教授

　　　　　　山吉長さん

12／11

肉

社会教育の方向性と

　　　　　　公民館の課題

大阪府立国際児童文学館

　　　　　　畑中圭一さん

12／18
　図

サークル活助の今日的譚題

宇治公民館サークル

　連絡協議会長
　　　　　　長mmん

12／25
㈹

これからの公民館と

　　　　　　サークル活勣

（パネルディスカッション）

宇治公民館サークル
z結協膿全長長野miん

京都教育大学紋授
　　　　　栗田修iん

を
し
で
い
る
団
体
が
集
い
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
で
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
。
1
1
月
2
5
E
㈲
、
正
午

開
場
、
午
後
零
時
半
開
演
、
午
後

ｔ
時
ま
で
▼
と
こ
う
・
・
宇
沢
罠

館
ゑ
哭
会
雪
一
▼
内
容
・
・
・
下
表

の
と
お
り
。
（
字
治
公
民
館
）

　
年
賀
状
づ
く
り

　
　
「
木
版
画
教
室
」

　
来
年
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
は
、

手
づ
く
り
の
版
画
で
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
訃
り
っ
た
人
に
、
き
っ

と
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
で
し
よ

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
1
1
月
2
7
E
g

＝
下
絵
作
り
。
1
2
月
3
日
囲
ふ

木
へ
の
転
写
、
彫
り
方
、
刷
り
方
。

ロ
月
7
日
吻
―
刷
び
上
げ
。
時
間

は
、
い
ず
れ
も
午
後
6
時
半
ト
8

時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼

　　11
月3日か
ら文化セ
ンター開
館記念事
業が多彩
に開かれ
ています
。ここで
、16日
からの催
しをお知
らせしま
す。

　
　
八
代
亜
紀

　
　
　
　
　
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

　
昭
和
4
8
年
の
出
世
作
「
な
み
だ
誤
以
采
、

数
々
の
m
祭
で
賞
裴
と
り
続
け
て
い
る
歌

謡
界
の
ス
タ
ー
。
5
7
年
に
は
1
0
周
年
記
念
リ

サ
イ
タ
ル
を
開
催
。
当
日
は
、
演
歌
の
神
随

蓼
た
っ
ぷ
り
と
お
楽
し
み
ぐ
だ
さ
い
。

　
Ｕ
督
ａ
出
、
午
後
1
時
と
6
時
の
2
回
、

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
『
（
全
席
指
定
）
Ｂ
席

は
少
1
荼
裕
が
あ
り
ま
す
。
8
8
円
。

　
（
Ａ
席
は
売
り

切
れ
）
。
問
い
合

わ
せ
ａ
雲
⑩
2

1
1
Ｌ
宇
治
市

文
化
セ
ン
タ
ー

へ
。

　
秋
本
奈
緒
美

　
ジ
ャ
ズ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
ラ
ジ
オ
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ジ
ョ
ッ
キ
ー
、
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
で
幅
広
く
活
躍
す
る
2
2
歳

の
ア
イ
ド
ル
。
シ
テ
ー
ポ
″
プ
感
覚
の
明

る
い
ジ
ャ
ズ
で
定
評
が
あ
り
ま
す
。
「
カ
プ

リ
コ
ー
ン
・
ウ
ー
マ
ン
」
「
ハ
ニ
ー
・
ピ
ー
」

な
ど
歌
詞
は
日
太
語
牽
甲
心
に
。

　
1
1
烈
皆
価
、
午
後
6
時
か
ら
又
化
会
館

第5回人形劇フェスティバルの内容

出演団体 演題

小倉子ども人形劇団 ポン吉とでんしや

パネルシアターサークル「ねこちやん」

（1）木仏長者

（21ゆかいな胴s．大

　　　〔パネルシアター〕

宇治市公民館／人形劇づ’くり教室丿受講生

「がらi’らどんjl”イロハもみじ／さくらんぼ」

1

2

3

三匹のやぎのがらがらどん

うりこひめとあまんtやく

三匹のこぶた

宇治市レクリエーションサークル

　　　　　　　　　　　　「tやA．けんぽん」

（1）1年生
（2盾の落ちない村Part2
　　（パネルシアター）

西小倉a稚m「人形劇サークル」 しりなりしゃもt

＊・ールスカウト8団rヤンキーJ
おおかみと八匹のこやぎと

　　　　　　　　―匹のぷた

「やまぶき」サ－刀レ
京のかえる・大阪のかえる

　　　　　　　〔大SIS芝居〕

宇治幼稚園「さといもの会J
フアンタジックメドレ－

　　　　　　　　　　〔彫絵〕

人形劇サークル「とらごろう」 ねずみのよめい9

指
導
者
・
・
未
幡
中
学
校
教
諭
、
馬

場
徹
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の

1
8
歳
以
上
の
人
▼
費
用
・
・
・
教
材
費

二
百
円
▼
持
参
品
…
彫
刻
刀
（
3

本
組
）
、
筆
（
各
種
ｉ
本
）
、
筆

記
用
具
、
水
彩
絵
の
具
、
バ
レ
ン

▼
定
員
・
・
2
5
人
（
先
着
順
）
▼
申

し
込
み
・
・
・
木
幡
公
民
館
へ
思
索

来
館
で
。
（
木
幡
公
民
館
）

　
ジ
ュ
ニ
ア
天
文
教
室

　
夜
空
に
輝
ぐ
星
や
月
に
つ
い
刄

ゞ’，’χぞーひＡ・｀ y ： ／； 二 μ y
ぺ り ぞ ー ’ 二W ． ふ ． り： － り 卓 ヘ ーX ・ t 二ｙ へ y 7一 一

－ ． 〃 〃

｛．－丿－t － 4 こ ． － 二－
一 一

　
　
　
　
　
　
市
民
文
化
祭
・
展
示
の
部

　
　
　
　
　
の
ご
案
内
拿
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
絵
両
の
都
（
市
民
絵
圖
晨
）

ｙ

こ
と
し
で
1
2
回
目
m
ｖ
ｉ

　
　
　
祁
る
市
民
絵
画
展
・
洋
回
・
日

　
　
　
　
　
本
国
・
水
彩
画
の
1
3
5
点
の
力

作
が
展
示
’
ｇ
￥
す
。
市
民
絵
図
の
力
量
は
。

こ
の
1
0
数
年
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
、
出
品

メ
ン
バ
ー
の
か
分
の
Ｌ
は
個
展
を
開
い
で
い

る
ほ
ぺ

　
1
1
月
1
6
～
2
0
日
、
中
央
公
民
館
で
。
な
お
、

期
間
中
、
雲
斑
斑
蛮
ｘ
蓋
員
に
よ
る
チ

ャ
リ
テ
″
Ｉ
絵
画
展
も
開
催
。
売
ぴ
占
詮

市
の
装
福
祉
の
応
に
寄
付
Ａ
ま
す
。

　
写
真
の
部
（
市
民
写
真
晨
）
は
、
1
1
月
3
0

日
～
1
2
月
4
日
、
中
央
公
民
館
で
。

　
書
遭
の
部
（
市
民
書
遭
農
）
は
、
1
2
月
7

日
～
1
2
月
1
1
日
、
中
央
公
民
館
で
。

「
生
活
と
文
化
の
流
れ
」

写
真
パ
ネ
ル
展
示

歴
史
資
料
館
で
は
、
貴
重
な
文
化
財
な
ど

の
資
料
鷺
体
系
的
に
展
示
す
る
こ
と
に
し
で

い
ま
す
。
来
春
ま
で
の
仮
展
一
不
と
し
て
、
写

　
　
　
　
　
真
パ
ネ
ル
に
よ
る

　
　
　
　
回
。
、
〈
歴
史
＝
牛
活
と

　
　
　
　
り
し
文
化
の
流
む
を

　
　
　
ミ

ｌ
ｍ
Ｊ
開
催
中
。
来
年
・
3

　
悶
］

　
　
　
　
Ｅ
月
3
1
1
ｎ
ｉ
Ｍ
Ｖ
ｙ
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
か
見
な
が
ら
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
天
気
が
良
け

れ
ぱ
天
体
望
遠
鏡
で
観
望
ｒ
ｘ
ヂ
。

　
▼
と
章
・
・
1
2
月
Ｉ
Ｅ
出
、
午
後

7
時
～
9
時
▼
と
こ
う
・
未
幡
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
・
・
秋
の
星
座
と
、

月
・
二
璽
星
▼
講
師
・
・
・
明
星
受

館
長
、
江
上
賢
弓
兄
▼
対
寧
・
・

市
内
在
住
の
親
子
（
そ
£
ほ
小

学
校
4
年
生
以
上
）
▼
官
貝
・
・
・
親

子
5
0
組
（
先
着
順
）
▼
持
参
品
・
・
・

筆
記
用
具
、
懐
中
電
灯
▼
申
し
込

み
：
木
幡
公
民
館
へ
電
話
か
来
館

1
（
木
幡
公
民
館
）

　
第
3
8
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　
　
　
「
凧
づ
く
り
」

　
日
本
で
一
つ
レ
炉
な
い
自
分
の

凧
（
た
こ
）
蔵
大
空
に
上
げ
で

み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
ふ
肖
1
貝
『
午
後

1
時
～
ｔ
時
半
▼
と
こ
ろ
卜
小
倉

公
民
館
▼
内
容
・
・
・
角
凧
づ
く
り
▼

指
導
・
・
・
日
本
凧
の
会
京
都
、
辻
肩

之
さ
ん
ほ
か
▼
対
象
・
・
小
学
校
3

年
生
以
上
▼
呪
具
・
：
3
0
人
（
先
着

順
）
▼
材
料
代
…
三
百
五
十
円
▼

申
し
込
み
Ｌ
・
材
料
代
夕
添
え
て
小

倉
公
民
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
第
3
回
小
倉
公
民
館

　
　
菊
花
展

　
丹
精
込
め
で
？
り
れ
た
菊
が
、

会
場
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。
Ｑ

鑑
賞
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
亭
・
・
ｕ
月
1
7
貝
『
午
前

9
時
～
午
後
5
時
と
1
8
貝
旧
、
午

前
9
時
～
午
後
ｔ
時
▼
と
こ
う
・
・

小
倉
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
小
菊
盆
栽

牽
甲
6
に
、
懸
崖
（
け
ん
が
い
）
・

大
菊
蛮
展
示
。

　
な
お
、
1
1
携
甘
缶
。
午
前
1
1

時
か
ら
、
会
場
Ｖ
－
小
菊
盆
栽
の
作

り
方
の
お
話
し
が
あ
ひ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

389

人形劇フェスティバルなど

▲オープニ

ングに、市

歌を斉唱す

る宇治市少

年少女合唱

団

▼
こ
の
日
は
、
セ
ン
タ
ー
内
が
公
開
さ
れ
ま
し
た

（
中
央
図
書
館
で
）

▼
功
み
に
布
を
操
る
扇
梅
之
助
さ
ん
の
舞

▲
華
麗
な
舞
で
参
列
者
を
魅
了
し
た
尾
上
菊
五
郎
さ
ん

　“こけら落としは「寿式三番叟
」と「越後獅子」

▲荼の湯でくつろぐ参列者（文化会館内茶室で）

開館記念の
催し

文化会館・
中央公民館
などで

市民文化祭
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将
来
の
備
考
え
国
民
年
金

豊
か
な
老
後
の
た
め
に

　
国
民
年
金
は
、
社
会
全
体
で
助

け
合
っ
で
お
互
い
に
将
来
の
牛
活

鴛
又
ラ
と
す
る
制
度
で
す
。

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
二
十

歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
で
、

農
林
漁
業
、
商
業
な
ど
の
自
営
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
人
と
そ
の
家

族
は
。
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
若
い
間

は
「
先
の
こ
と
だ
か
ら
・
・
・
」
と
思

　
公
共
施
設
の
中
で

　
立
ち
遅
れ
た
下
水
道

　
日
本
で
は
昔
か
ら
、
Ｌ
康
を

農
作
物
の
肥
料
と
し
で
利
用
し
、

牛
活
排
水
は
雨
と
い
っ
し
ょ
に

川
へ
流
し
で
ぃ
ま
し
た
。

　
奈
良
時
代
の
平
城
京
跡
に
は
、

溝
跡
が
残
っ
で
ぃ
車
ふ
、
雨

水
奎
弔
左
め
の
も
の
で
、
下

水
道
と
言
え
る
も
の
は
当
時
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
、
年
金
制
度
に
つ
い
て
無
関
心

に
な
昨
］
が
ち
で
す
が
、
病
気
や
け

が
を
し
た
り
、
老
後
に
な
っ
で
「
し

ま
っ
た
／
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
」

な
μ
苫
後
悔
を
し
な
い
Ｅ
灸
広
ず

加
入
し
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
の
種
類
は
、
一
定
の

年
齢
で
受
け
ら
れ
る
老
齢
年
金
の

外
、
障
害
や
死
亡
な
ど
の
万
一
の

時
、
本
人
や
家
族
の
生
活
を
保
障

▲実りある老後を（老人園芸広場で）

　
下
水
道
の
必
要
性
が
認
識
さ

れ
た
の
は
、
明
治
十
年
（
一
八

七
七
年
）
東
京
で
大
雨
の
た
め

汚
水
が
家
屋
に
浸
水
し
、
そ
れ

が
原
因
で
、
コ
レ
ラ
が
大
流
行

し
た
時
で
し
た
。
明
治
土
八
年

　
（
一
八
八
三
年
）
神
田
地
区
に

二
・
互
ｔ
メ
ー
ト
ル
の
汚
水
管

す
る
た
め
の
下
表
の
よ
シ
な
年
金

が
あ
り
毒
す
。

　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ

　
ま
た
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る

と
い
ざ
と
言
う
時
、
障
害
・
母
子

年
金
な
ど
を
受
け
ら
元
な
い
ば
か

り
で
は
な
く
、
将
来
、
老
齢
年
金

か
受
け
β
れ
な
い
こ
と
も
忌
こ
っ

て
き
ま
す
。
あ
な
た
の
保
険
料
納

付
蔵
今
一
度
お
確
か
め
ぐ
だ
さ

い
。
（
保
険
年
金
課
）

お
知
ら
せ

　
ふ
る
さ
と
の
味
覚
展

　
▼
と
き
…
1
2
月
1
日
出
・
2
日

面
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
（
賞

味
会
は
2
日
、
午
前
Ｈ
時
～
午
後

3
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
観
光
セ

市
で
下
水
道
事
業
が
着
キ
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
第
二
次
世
界

大
戦
の
た
め
事
業
は
中
断
し
、

全
国
に
行
盛
ａ
る
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
戦
後
、
公
共
施

設
建
設
の
推
進
が
図
ら
れ
る
中

で
は
、
産
業
基
盤
整
備
に
重
点

が
置
か
れ
た
た
め
下
水
道
の
分

下水道の

歴史

国民年金の種類と受給要件

年金の種類 受給要件

老齢年金
●保険料納付期間（または免除期間と合わせて）が25年以上あること（昭和5年4月1日以

前に生まれた人は、生年月日に応じて24年～
10年に短縮）。●65歳から支給。

通算老齢年金
●保険料納付期間（または免除期間と合わせて）が25年以上あること（昭和5年4月1日

以前に生まれた人は、生年月日に応じて25年
～10年に短縮）。●es歳から支給。

障害年金
●一定の保険料納付要件を満たしていること。
●一定の障害の状態になった時。

母子年金
●夫が死亡したこと。●妻が一定の保険料納
付要件を満たしていること．●18歳未満の子
または20St未満の障害児があること。●死亡
当時．生計が同一であること。

準母子年金

●夫．子、父または祖父が死亡したこと。●姉、
祖母などの女の人が一定の保険料納付要件を
満たしていること。●18歳未満の孫、または弟
妹があること。●死亡当時、生計が同一であ
ること。

遺児年金
●一定の保険料納付要件を満たしている父、
または母が死亡したこと。●孤児となったこ
と。●死亡当時、生計が同一であること。

寡婦年金

●老齢年金の受給資tS期間を満たしている夫

が死亡したこと。●10年以上の婚姻期間があ
ること。●妻が65歳未満であること（支給さ
れる期間eoiSLから65歳になるまで）。●死亡当
時．生計が同一であること。

死亡一時金 ●3年以上保険料を納付していた人が死亡し
たこと。

ン
タ
ー
（
賞
味
心
一
は
、
平
等
院
南

門
前
の
駐
車
場
内
休
憩
所
2
階
）

▼
内
容
・
・
・
○
郷
土
色
豊
か
な
料
理
、

土
産
品
、
和
・
洋
菓
子
な
ど
の
展

示
○
新
し
い
郷
土
の
味
覚
試
作
品

の
展
示
○
郷
土
色
豊
か
な
家
庭
料

理
の
献
立
○
賞
味
会
（
定
員
は
五

百
人
。
賞
味
券
か
弔
五
百
円
で
、

1
1
月
り
一
日
か
ら
観
光
セ
ン
タ
ー
で

発
売
）
▼
問
い
角
石
せ
・
・
・
宇
冶
市

わ
り
、
よ
シ
や
く
下
水
道
施
設

建
設
が
本
格
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
洗
ト
イ
レ
は

　
大
正
4
年
イ
ギ
リ
ス
で

　
下
水
道
の
起
源
は
、
起
九
前

三
千
年
ご
ろ
の
も
の
で
イ
ン
ド

の
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
ー
ダ
ロ
の
遺
跡

昭
和
3
0
年
代
か
ら
本
格
化

が
敷
設
さ
れ
、
さ
ら
に
大
正
十

一
年
に
は
日
本
で
初
め
で
東
京

の
三
河
島
に
汚
水
処
理
場
が
造

ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
汚
水
処

　
　
　
さ
ん
ず
ぃ
ろ
し
4
り
う

理
法
嵯
水
濾
床
法
”
は
、
現

在
で
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
末
期
か
ら
昭
和
十
四
年

ご
ろ
に
か
け
て
、
約
五
十
の
都

野
は
、
立
ち
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
代
に

入
り
、
著
し
い
経
済
の
発
展
と

共
に
河
川
や
海
の
汚
染
が
進
ん

だ
た
め
。
水
質
汚
濁
防
止
関
連

の
法
伊
が
制
定
。
下
水
道
の

目
的
に
「
公
共
用
水
域
の
水
質

の
保
全
に
資
す
る
こ
と
」
が
加

に
あ
り
康
す
。
組
織
的
な
水
洗

便
所
が
本
格
的
に
建
設
さ
れ
た

の
は
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四

年
）
イ
ギ
リ
ス
が
最
初
で
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
三
年
後
の
一
九

一
八
年
、
現
在
と
同
じ
活
性
汚

泥
法
と
呼
ぼ
れ
る
高
級
処
理
法

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

観
光
セ
ン
タ
ー
（
豊
⑩
1
3
3
4
）

へ
。
Ｉ

　
〈
家
庭
料
理
の
献
立
〉

　
ア
イ
デ
ア
を
募
集

　
今
回
の
ふ
る
さ
と
の
味
覚
展
に

展
示
す
る
家
庭
料
理
献
立
の
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
で

ご
5
募
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
募
集
期
間
・
・
・
1
1
月
1
1
日
面
～

2
0
日
脚
▼
5
募
先
・
：
宇
治
市
観
光

1
1
－
1
1
1
1
1
1
－
－
Ｉ
自
－
1
1
1
1
1
1
1
－
－
自
－
Ｉ
Ｉ
－

゛｀
一

・
人
も
魚
も

　
　
住
み
良
い
環
境
を

　
　
　
　
　
ｊ

1
　
　
・
：
：
…
…
‐
・
・
…
・
・
Ｉ
：

－ ・ ・ － ・ 辱 ●．－－－－－♂．．・．．－ － ミ

・ ・ － ・ 一 ミ ミ

－・・・・－・・■・・■・・－

　
　
Ｓ

1
1
1
φ

欧
米
各
国
で
下
水
道
の
普
及
が

盛
ん
と
な
り
。
今
日
で
は
衛
生

的
な
環
境
が
作
ら
れ
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
日
本
の
下
水
道
の
歴
史
は
、

欧
米
諸
国
に
比
べ
る
と
大
吝
ぐ

立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。
牛
活
や

自
然
を
守
り
、
豊
か
な
環
境
を

作
る
た
め
に
下
水
道
整
備
を
更

に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
課
）

セ
ン
タ
ー
（
宇
治
塔
川
2
番
地
）

　
採
用
作
品
に
は
、
賞
味
会
の
会

員
券
を
贈
呈
。
（
商
工
観
光
課
）

　
福
祉
タ
ク
シ
ー

　
新
た
に
3
社
が
対
象

　
十
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度

の
利
用
対
象
に
、
Ｍ
Ｋ
・
三
和
・

駒
タ
ク
シ
ー
が
追
加
。
こ
れ
で
宇

治
・
京
都
市
内
の
全
て
の
タ
ク
シ

ー
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
（
福
祉
課
）

　
第
2
回
書
展

　
　
～
宇
治
の
夢
～

　
▼
と
き
…
1
1
月
1
3
日
叫
～
1
9
日

歌
詞
を
募
集

広
野
中
学
校
の
校
歌

　
こ
と
し
の
春
、
市
内
九
番
目
の

中
学
校
と
し
で
開
校
し
た
広
野
中

学
校
校
歌
の
歌
詞
を
た
だ
今
募
集

し
で
い
ま
す
。

　
▼
5
募
締
め
切
り
・
・
・
Ｗ
茄
日

團
▼
応
募
資
格
・
：
宇
治
市
民
（
過

去
に
宇
治
市
在
住
の
人
を
含
む
）
、

市
内
在
勤
の
人
▼
歌
詞
の
内
容
・
・
・

1
番
吏
陛
3
番
ま
で
を
一
連
と

し
、
当
校
の
教
育
目
標
夕
踏
ま
え

㈲
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
▼
と

こ
ろ
・
：
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
▼

出
品
・
・
・
観
象
舎
。
（
商
工
観
光
課
）

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

〈
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
〉

　
▼
と
き
・
・
・
ｕ
月
1
5
日
閑
、
午
後

7
時
半
Ｆ
9
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
大

久
保
小
学
校
体
育
館
。

　
〈
健
康
体
操
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
〉

　
▼
と
き
…
1
1
月
1
7
日
出
、
午
後

7
時
半
～
9
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
三

室
戸
小
学
校
体
育
館
。

　
参
加
は
、
上
靴
持
参
で
直
接
会

場
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

　
初
等
講
習
会

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
講
習
会
を

開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
5
貝
困
か
拾
一

頑
虚
日
の
6
ヵ
月
間
。
午
前
1
0

在
宅
障
害
者
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

1
2
月
は
陶
芸
・
籐
か
ご
教
室

　
〈
第
3
回
陶
芸
教
室
〉

　
▼
と
き
・
内
容
・
・
・
1
2
月
1
ぽ
出
、

午
後
Ｌ
時
半
ｙ
蒔
半
＝
成
型
、

穆
晶
、
午
前
1
0
時
～
正
午
―
彩

色
、
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館

▼
対
象
・
：
在
宅
障
害
者
▼
費
用
・
：

約
百
円
（
材
料
費
）
▼
講
師
・
・
・
長

谷
川
重
7
兄
。

　
〈
籐
か
ご
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
日
㈲
、
午
後

1
時
～
5
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福

祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
聴
覚
言
語
障
害

者
▼
費
用
・
・
・
約
五
百
円
（
材
料
費
）

▼
講
師
・
・
・
村
田
昌
m
ん
、
久
保

見
明
さ
ん
。

　
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
1
1
月

Ｈ
日
聞
か
息
冒
出
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
（
ｓ
⑩
5
6
5
4
）

へ
。
（
社
会
福
祉
協
議
合

て
恵
衆
れ
た
自
然
環
境
と
歴
史
的

風
土
の
中
で
、
心
身
と
も
に
健
全

な
牛
徒
と
し
で
育
ち
、
学
び
、
鍛

ぺ
励
奔
に
岑
暑
春
を
″
緊

る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
▼
応
募
要

領
・
・
・
作
品
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
広

野
中
学
校
校
歌
制
定
委
員
会
（
広

野
町
尖
山
3
・
豊
＠
3
8
6
5
）

へ
。
（
学
校
教
育
課
）

時
～
正
午
、
午
後
7
時
Ｆ
9
時
の

い
ず
れ
か
希
望
の
時
間
に
▼
と
こ

ろ
・
：
宇
治
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1

の
9
市
民
会
館
内
）
▼
受
講
料
・
：

月
額
四
百
円
と
テ
キ
ス
ト
代
六
百

円
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
会
の
中
村
日
出
男
さ
ん
（
豊

⑩
2
0
4
7
）
か
、
講
習
会
開
始

日
に
会
場
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
調
停
相
談

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
9
日
側
、
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
市
民
会
館
▼
相
談
内
容
・
：
交
通

事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
問
題
、

土
地
建
物
に
関
す
る
争
い
、
金
銭

上
や
夫
婦
、
兄
弟
間
の
も
め
ご
と

な
ど
で
秘
密
厳
守
▼
相
談
員
・
・
・
専

門
の
弁
護
士
、
調
停
委
員
▼
費
用

…
無
料
▼
問
い
会
笹
・
・
・
宇
治
簡

易
裁
判
所
（
ｓ
⑩
2
3
9
4
）
へ
。

　
　
　
　
（
宇
治
簡
易
裁
判
所
）

　
教
育
講
演
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
4
日
出
、
午
後

7
時
ぶ
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
▼
講
演
…
演

題
1

講
師
＝
阿
部
進
さ
ん
▼
主
催
・
・
・
宇

治
青
年
会
議
所
▼
後
援
・
：
宇
治
市
。

　
　
　
　
（
宇
治
青
年
会
議
所
）

　
お
茶
の
作
法
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
2
1
日
Ｓ
’
2
9
日

出
、
1
2
月
3
日
間
の
3
日
間
、
午

前
の
部
＝
1
0
時
～
ｎ
時
半
、
午
後

の
部
Ｌ
南
半
Ｌ
3
時
▼
と
こ
ろ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
Ｈ
月
2
0

日
脚
～
1
2
月
2
2
日
出
、
市
内
1
1

会
場
で
（
日
程
、
会
場
な
芦
評

に
乙
は
、
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
ま

た
は
市
政
だ
よ
り
4
月
1
日
号

に
掲
載
の
4
健
予
防
年
欄
日

程
弄
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
）
▼
対

象
・
：
○
保
育
所
、
幼
稚
園
に
通

っ
で
い
る
満
3
歳
以
上
の
幼
児

○
小
学
校
、
中
学
校
で
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
児
童
、
牛
徒
。

　
な
お
、
当
日
は
体
温
か
計
り
、

保
護
者
同
伴
の
こ
と
。
ま
た
、

灸
蕩
と
も
、
車
で
の
采
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
　
糖
尿
病
の
集
い

　
▼
と
き
…
1
1
月
1
7
日
㈹
、
正

午
か
ら
午
後
4
時
ま
で
▼
と
こ

ろ
…
宇
治
市
保
健
医
療
セ
ン
タ

ー
（
市
役
所
前
）
▼
テ
ー
マ
・
・
・

　
「
見
て
、
食
ぺ
で
、
覚
え
で
守

ろ
ラ
糖
尿
病
」
▼
内
容
・
・
・
○
6
0
0

a
の
昼
食
必
一
（
実
費
三
百
円
要
。

昼
食
は
と
ら
な
い
で
来
で
ぐ
だ

さ
い
）
○
糖
尿
病
の
話
（
食
事
療

法
・
運
動
療
法
・
薬
物
療
法
・

ふ
屏
症
な
ど
）
○
食
品
展
示
（
糖

尿
病
の
人
の
た
め
の
正
月
料

理
な
ど
）
○
食
事
の
指
導
ｏ
検

尿
・
血
圧
測
定
▼
共
催
・
・
・
宇
治

久
世
医
師
会
・
京
都
府
糖
尿
病

協
会
。

　
　
肥
満
学
級

　
▼
と
き
・
・
・
○
第
1
回
＝
1
2
月

5
日
唄
午
後
1
時
半
～
4
時

ｏ
第
2
回
9
1
2
月
Ｈ
日
脚
、
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ

…
宇
治
保
健
所
▼
内
容
…
肥
満

の
話
、
体
力
測
定
と
運
動
、
調

理
実
習
と
食
事
（
実
費
要
）
▼

申
し
込
み
・
：
宇
治
保
健
所
（
ａ

⑤
2
1
9
1
）
ま
で
。

　
市
民
健
康
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
2
1
日
叫
午

後
1
時
半
Ｌ
4
時
半
▼
と
こ
ろ

…
宇
治
市
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

　
吊
役
所
前
）
▼
内
容
・
：
○
記

念
講
演
（
午
後
1
時
か
ら
）
＝

　
『
ボ
ケ
な
い
方
法
教
え
ま
す
』

堀
川
病
院
院
長
、
早
川
一
光
さ

ん
ｏ
健
康
相
談
＝
医
師
、
看
護

婦
、
栄
養
士
に
よ
る
相
談
会
と
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
栄
養

診
断
○
健
康
測
定
―
希
望
者
に

肥
満
度
測
定
、
血
圧
測
定
、
尿

検
査
を
実
施
▼
主
催
・
：
肋
京
都

私
立
病
院
協
会
▼
問
な
お
せ

・
・
・
㈲
京
都
私
立
病
院
協
会
（
豊

0
7
5
圀
2
6
8
6
）
へ
。

…
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ほ
か

▼
定
員
…
午
前
、
午
後
の
各
部
と

も
3
0
人
▼
講
師
…
裏
千
家
流
、
伊

藤
宗
恂
岑
ん
▼
受
講
料
…
無
料
。

教
材
実
費
は
五
百
円
必
要
▼
申
し

込
み
・
・
・
教
材
実
費
忿
添
え
て
牢
舎

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
早
治
里
尻

7
1
－
9
）
へ
。
』
（
交
通
労
政
課
）

　
正
月
料
理
・
肴
付
講
習
会

　
〈
正
月
料
理
講
習
会
〉

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
3
0
日
吻
、
ｐ
一
月

1
日
出
の
ど
ち
ら
か
1
日
、
い
ず

れ
も
午
後
1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
師

・
：
料
理
研
究
家
、
星
野
美
智
子
さ

ん
▼
費
用
・
・
・
材
料
実
費
千
八
百
円

ｙ
定
員
・
・
・
各
3
6
人
（
先
着
順
）
Ｖ

申
し
込
み
・
：
希
望
の
日
を
決
め
材

料
費
奎
筒
え
で
宇
治
労
働
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
へ
。

　
〈
和
装
着
付
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
6
日
出
、
7
日

幽
の
ど
ち
ら
か
1
日
、
い
ず
れ
も

午
後
1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
師
・
・
・
日

本
和
装
総
合
学
院
宇
治
分
校
長
、

斉
藤
喜
美
枝
さ
ん
▼
受
講
料
・
：
無

料
▼
定
員
・
・
・
各
4
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
・
：
希
望
の
日
を
荻
め
で

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
Ｓ
⑩

2
3
1
5
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）
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